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◆はじめに◆ 
 
 

児童委員・主任児童委員は、住民の立場に立ち、住民との信頼関係の中で子ども

や子育て家庭への支援活動を行う地域のボランティアとして、日々児童の健全育成

の確保を図るため、活動を行っていただいております。 

近年、少子化や核家族化に伴う育児不安や子育ての孤立化に加えて、子ども虐

待をはじめ、いじめや不登校、少年非行等、支援を必要とする子どもや家庭をめぐる

問題が複雑化・深刻化している中、児童委員・主任児童委員に対する期待は高まる

一方で、「児童委員・主任児童委員の活動は地域に理解されていない」、「地域の児

童委員・主任児童委員が誰かわからない」等の声もあります。 

児童委員・主任児童委員は、子どもや子育て家庭への支援活動を行っていること

から、児童や保護者と関わることは、地域住民に周知を図る観点からも有効であり、

また、学校との連携を図ることが児童委員・主任児童委員の活動をより効果的なも

のと考えています。 

このため、今般、小学校・中学校との連携が進んでいる事例、「乳幼児健診」や「地

域子育て支援拠点事業」等子どもや子育て家庭が集まる場を活用し、児童委員・主

任児童委員の役割について広報・周知している事例を中心に活動事例をとりまとめ

ました。 

本活動事例を参考に、地域の実情に応じた児童委員・主任児童委員の積極的な活用

及び子育て家庭等が必要な時に児童委員・主任児童委員へ相談できる環境づくりの

参考にしていただければ幸いです。 
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